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人口と世帯 Ii*i No.962 

十
月
ニ
十
一
日と
ニ
十
ニ
日
の
両
日
、
収
穫
さ
れ
た
地
場
産
品
、
郷
土
工
芸
な
ど
を

楽
し
む
「
ご
し
よ
が
わ
ら
産
業
ま
つ
り
」
が
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
大
勢
の
市
民
で

賑
わ
い
ま
し
た
。
 

十
七
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
新
鮮
野
菜
・
＜
だ
も
の
と
れ
た
て
市や
西
北
五
物
産

観
光
展
、
演
芸
大
会

（
ゲス
ト
竹
谷
美
和
子
）
、豚
汁
の
無
料
配
布
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ニ
十
ニ
日
に
行
わ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
レ
ー
ス
で

は
、
た
＜
さ
ん
の
赤
ち
ゃ
ん
が
上
位
入
賞
を
目
指
し
て
競
っ
て
い
ま
し
た
。
 

そ
の
ほ
か
会
場
の
外
で
は
第
七
回
ご
し
よ
が
わ
ら
菊
ま
つ
り
も
併
催
さ
れ
、
色
と
り

ど
り
の
大
輪
菊
が
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
しま
せ
て
い
ま
し
た
。
 

第
十
七
回
 

大

勢

の
市

民
で

賑

わ
っ

た
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火
生
の
風
雪
を
夫
婦
の
強
い
粋
で
乗
り
越
え
て

」
 

結
婚
五
十
年
記
念
 
‘
口
同
金
婚
式
‘
 

民
俗
芸
能
は
地
域

の
宝
 

で
す
 

西
北
五
民
俗
芸

能
フ
エ
ア
 

第
二
十
回
「

少
年

の
主
張
 

発
表
大

会
」
 

発
表
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

/
 

5
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
5
 

⑥
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
 

〇
藻
川
民
謡
む
つ
み
会
（
外
崎
武
男
代
表
）
十
三
人
H
慰
問

（
歌
と踊
り
）
、寄
贈
 

（
ジ
ュー
ス
二
箱
）
。
 

⑨
養
護
老
人
ホ

ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
太
子
食
品
工
業
株
式
会
社
青
森
営
業
所

（
寺
田義
雄
代
表
）
H
寄
贈

（豆
腐
 

七
十
五
個
、
十
月
一
一
日
宣
腐
の
日
」
記
念
し
て
）
。
 

＠
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
栄
着
物
教
室

（
下
山愛
子
代
表
）
 一
同
H
二
万
円
 

（
バザ
ー
益
金
の
一
部
）
。
 

〇
青
森
県
立
五
所
川
原
工
業
高
等
学
校
P
T
A
母
親
委
員
会
（
山
田
良
子
委
員
長
）
 

H
ll
l万
円

（
バ
ザー
益
金
の
一
部
）
。
 

十
月
二
十
日
、
中
央
公
民
館
で
平
成

十
二
年
度
合
同
金
婚
式
が
行
わ
れ
、
婚

姻
以
来
五
十
年
を
過
ご
し
た
四
十
四
組

の
ご
夫
婦
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
 

式
で
は
、
成
田
市
長
が
「
激
動
の
半

世
紀
を
支
え
た
皆
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

豊
富
な
経
験
を
生
か
し
市
の
発
展
に
尽

く
し
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
た

後
、
 一
人
ひ
と
り
に
顕
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
佐
々
木
啓
二
さ
ん
・
京
さ
ん
ご

夫
婦
が
お
礼
の
言
葉
を
、
島
口
慶
治
さ

ん
・
ツ
ヤ
子
さ
ん
ご
夫
婦
が
「
結
婚
五

十
年
の
歩
み
」
と
題
し
結
婚
し
て
か
ら

こ
れ
ま
で
の
自
身
の
思
い
出
を
語
り
出

席
者
に
深
い
感
銘
を
与
え
て
い
ま
し
た
。
 

、五
所
川
原
市
子
ど
も
 
ノ
 

セ
ン
タ
ー
設
置

ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
を
 

募
集
し
て
い
ま
す

、
 

平
成
十
四
年
度
か
ら
の
完
全
学
校
週

五
日
制
実
施
に
向
け
て
、
親
や
子
供
た

ち
の
様
々
な
活
動
を
振
興
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
五
所
川
原
市
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
セ
ン
タ
ー
は
、
 「五
所
川
原
お
や

こ
劇
場
」
事
務
室
内
に
九
月
十
二
日
よ

り
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

主
な
活
動
と
し
て
は
地
域
の
子
ど
も

の
自
然
体
験
活
動
や
子
育
て
サ

ー
ク
ル

等
の
情
報
発
信
、
年
四
回
の
情
報
誌
発

行
、
指
導
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

紹
介
を
行
う
予
定
で
す
。
 

、
ー
 

同
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
の
よ
う
な
活
動
 

を
行
う
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。
老
若
男
女
は
、
間

い
ま
せ
ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
お
や

こ
劇
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

連
絡
先
 
五
所
川
原
お
や
こ
劇
場
 

B
(
3
4)
2
1
7
0
 
佐
藤
ま
で
 

一
 

【
 

十
月
二
十
日
、
社
団
法
人
五
所
川
原

市
観
光
協
会
主
催
の
「
西
北
五
民
俗
芸

能
フ
エ
ア
」
が
オ
ル
テ
ン
シ
ア
で
開
催

さ
れ
、
多
く
の
民
俗
芸
能
フ
ァ
ン
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
 

昭
和
四
十
九
年
か
ら
行
わ
れ
、
今
年

で
二
十
七
回
目
と
な
っ
た
大
会
で
は
、
 

成
田
市
長
が
「
民
俗
芸
能
は
地
域
の
宝

で
あ
り
、
将
来
永
く
伝
統
芸
術
と
し
て

残
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
後
、
西
北
五

地
方
か
ら
集
ま
っ
た
十
一
団
体
の
芸
が

披
露
さ
れ
、
観
客
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

集
ま
っ
た
観
客
は
民
俗
芸
能
で
一
日

楽
し
く
過
ご
し
た
よ
う
で
す
。
 

少
年
た
ち
が
家
庭
、
学
校
生
活
な
ど

で
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
を
発
表
す
る
 

「少
年
の
主
張
発
表
大
会
」
が
十
一
月

十
八
日
山
午
後
一
時
三
十
分
に
オ
ル
テ

ン
シ
ア
小
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
 

主
張
発
表
者
（
敬
称
略
）
 

小
学
生
の
部
 

「私
た
ち
の
地
球
」
 

五
所
川
原
小
学
校
 

平
山
 
美
紗
 

「笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
て
ま
す
か
」
 

長
橋
小
学
校
 

中
川
 
康
司
 

「家
族
の
き
ず
な
を
ふ
か
め
よ
う
」
 

一
野
坪
小
学
校
 

高
杉
和
華
子
 

「も
っ
と
自
分
達
の
力
で
」
 

一
野
坪
小
学
校
 

山
形
 
栄
子
 

「広
げ
よ
う
ー
リ
サ
イ
ク
ル
精
神
」
 

梅
泉
小
学
校
 
前
田
 
愛

中
学
生
の
部
 

「本
当
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
 

五
所
川
原
第
一
中
学
校
 
秋
元
 
梓
 

「私
の
越
え
た
い
も
の
」
 

五
所
川
原
第
二
中
学
校
 
三
橋
こず
え
 

「今
、
生
き
て
」
 

五
所
川
原
第
三
中
学
校
 
加
藤
美
由
紀
 

「ル
ー
ル
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」
 

五
所
川
原
第
四
中
学
校
 
福
間
 
光
隆
 

「将
来
を
見
つ
め
て
」
 

五
所
川
原
第
四
中
学
校
 
小
野
 
剛稔

問
い
合
わ
せ
先
 

生
涯
学
習
課
 

内
線
5
5
5
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1
 

融
勲
）婆
噂
 

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
 

島
  

，

け

、
 

鳶
や
発
し
 

」
 

九
月
か
ら
十
 
月
ま
で
の
三
カ
月
間
、
五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
（
小
槌
央
邦

校
長
）
の
二
年
生
二
百
十
八
名
が
一
般
農
家
や
福
祉
施
設
な
ど
で
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ

（就
業
体
験
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
校
で
は
、
生
徒
が
在
学
中
に
将
来

の
進
路
等
に
関
連
し
た
就
業
体
験
を
行
う
こ
と
で
、
自
己
の
職
業
適
性
や
将
来
設

計
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
、
職
業
選
択
や
職
業
意
識
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
初
め
て
実
施さ
れ
ま
し
た
。
 

実
習
は
測
量
事
務
所
・
農
協
・
保
育
園な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
行
わ
れ
、
市

役
所
へ
は
十
月
十
日
か
ら
十
一
月
十
七
日
ま
で
、
 一
人
三
日
間
計
八
人
の
生
徒
ら

が
土
木
課
や
農
村
整
備
課
等
で
体
験
を
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
う
ち
三
人
の
実
習
風
景
を
取
材
し
て
み
ま
し
た
。
 

一
 

）
市
役
所
へ
来
た
 

農
習
生よ
り
！
書
一
 

<
 

農
業
土
木
科
一
一年
 

小
野
貴
行
く
ん
（農
村
整
備
課
）
 

こ
の
三
日
間
と
て
も
忙
し
か
っ
た
け

ど
、
市
役
所
の
農
村
整
備
課
の
仕
事
が

よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
少
年
自
然
の
家

の
山
の
測
量
を
実
際
に
体
験
し
た
時
は
、
 

道
じ
ゃ
な
い
と
こ
ろ
を
通
っ
て
行
っ
た

の
で
す
ご
く
疲
れ
ま
し
た
。
聞
い
た
話

に
よ
る
と
、
山
の
測
量
を
行
う
場
所
や

通
っ
て
き
た
と
こ
ろ
の
整
備
を
し
た
の

は
、
農
村
整
備
課
の
人
た
ち
だ
そ
う
で

す
。
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
 

こ
の
実
習
を
通
し
て
、
や
は
り
仕
事

っ
て
厳
し
い
も
の
だ
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
仕
事
に
対
し
興
味
が
わ
い

た
の
で
、
就
職
の
参
考
に
し
た
い
で
す
。
 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
や
っ
て
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
 

◆
担
当
課
か
ら
◆
 

こ
の
体
験
で
何
か
し
ら
感
じ
る
も
の

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
将
来
の
職
業

選
択
等
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
 
 進

学
希
望
と
の
こ
と
で
す
が
、
合
格
を

目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
ご

く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。
 

農
業
土
木
科
一
一年
 

寺
田
浩
司
く
ん
（都
市
建
設
課
）
 

初
日
は
大
変
緊
張
し
ま
し
た
。
で
も

日
が
た
つ
に
つ
れ
て
職
員
の
皆
様
と
会

話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
楽
し
く
仕
事

を
さ
せ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
高
校

生
活
で
は
絶
対
で
き
な
い
貴
重
な
体
験

が
で
き
て
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
ま

だ
、
将
来
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
け
ど
、
こ
の
体
験
は
き
っ

と
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
。
 

◆
担
当
課
か
ら
◆
 

社
会
へ
出
て
か
ら
の
基
本
で
あ
る
あ

い
さ
つ
や
返
事
が
よ
い
。
ま
た
時
間
が
 
 

も
っ
少
し
あ
れ
ば
も
っ
と
詳
し
く
説
明

で
き
た
と
思
わ
れ
残
念
で
し
た
。
 

農
業
土
木
科
一
一
年
 

田
口
靖
人
く
ん
（下
水
道
課
）
 

'
 

実
習
し
て
思
っ
た
こ
と
は
市
役
所
の

仕
事
は
自
分
の
た
め
で
は
な
く
市
民
の

た
め
に
や
っ
て
い
る
こ
と
。
一
一
日
目
の

下
水
道
工
事
の
お
知
ら
せ
を
配
っ
た
り

説
明
に
歩
く
仕
事
は
、
同
じ
こ
と
を
繰

り
返
し
話
す
大
変
地
道
な
仕
事
で
す
。
 

か
な
り
め
ん
ず
っ
な
こ
と
だ
け
ど
や
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
市
役
所
で
働
く

人
は
大
変
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
 

初
め
て
見
た
建
設
中の
ド

ー
ム
の
大
き

さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
地
震

に
も
強
い
設
計
と
聞
い
て
少
し
安
心
し

ま
し
た
。
 

◆
担
当
課
か
ら
◆
 

初
め
て
触
れ
る
下
水
道
事
業
に
もか

か
わ
ら
ず
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
た
メ
モ

を
と
り
物
事
に
対
す
る
前
向
き
さ
が
感

じ
ら
れ
た
。
 

か

の
経
験
を
生
か
し
て

J
 

戸
 

・
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
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(7）昇給期間短縮の状況 

区 	分 合 計 一般行政職 技能労務職 

111年」 

職 	員 	数 378 人 327 人 51 人 

昇給期間短縮職員数（B) 40 人 35 人 5 人 

度 比 	率 	（B)/(A) 10.6 % 10.7 % 9.8 % 

10 
職 	員 	数 	（A) 376 人 328 人 48 人 

昇給期間短縮職員数（B) 49 人 42 人 7 人 
度 

比 	率 	（B) / (A) 13.0 % 12.8 % 14.6 % 

⑧職員手当の状況 

区分 五所川原市 国 

期
末
手
当

・
勤
勉
手
当
  

(11年度支給割合） 

期末手当 勤勉手当 

6 月期 1.6 月分 0.6 月分 

(11年度支給割合） 

期末手当 勤勉手当 

6 月期 1.6 月分 0.6 月分 

12月期 1.65月分 0.6 月分 

3 月期 	 一 

12月期 1.65月分 0.6 月分 

3 月期 0.5 月分 0.5 月分 

職制上の段階、職務の 職制上の段階、職務の 

級等による加算措置 	有 級等による加算措置 	有 

退
職
手
当
  

（支給率）自己都合勧奨・定年 （支給率）自己都合勧奨・定年 

勤続20年 21.0 月分 28.875月分 勤続20年 21.0 月分 28.875月分 

勤続25年 33.75月分 44.55 月分 勤続25年 33.75月分 44.55 月分 

勤続35年 47.5 月分 62.7 月分 勤続35年 47.5 月分 62.7 月分 

最高限度額 60.0 月分 62.7 月分 最高限度額 60.0 月分 62.7 月分 

その他の加算措置 その他の加算措置 

定年前早期退職特例措置 定年前早期退職特例措置 

(2 %---20％加算） (2 %-'-20％加算） 

退職時特別昇給 原則1号給 退職時特別昇給 原則1号俸 

1人当たり 	千円 	千円 
平均支給額 2,355 	27,648 

（注） 退職手当の1人当たりの平均支給額は、前年度に退職
した全職種に係る職員に支給された平均額です。 

特殊勤務 

手 	当 

(11年度） 

区 	分 全職種 

職員全体に占める手当支給職員の割合 14.3% 
支給対象職員1人当たり平均支給年額 43,825円 

手 	当 	の 	種 類 	（手当数） 7 

代表的な

手当の名称 

支給額の多い手当 社会福祉職手当 

多くの職員に支給 
さオTている手当て 

社会福祉職手当 

時間外 

勤 務 

手 当 

11年度 
支 	給 	総 	額 73.775 千円 

職員1人当たり支給総年額 203 千円 

10年度 
支 	給 	総 	額 82,674 千円 

職員1人当たり支給総年額 228 千円 

（平成12年4 月 1日現在） 

区
分
 

内 	 容 	（月 	額） 
国の制度
との異同 

扶
 
養
 
手
 

当
 

配偶者 16,000円 

同
  

配
偶
者
以
外
  

1人目 

配偶者が扶養親族である場合 5,500円 

配偶者が扶養親族でない場合 6,500円 

配偶者が無い場合 11,000円 

2 人目 5,500円 

3 人目以上 各 2,000円 

16歳から22歳までの子の加算額 
（年度内に上記の年齢であれば該当） 

各 5,000円 

住
居
手
当
 

借 	家（借 問） 	限度額 27.000円 

持 	家 	 3,000円 
異
  

通
勤
手
当
 

交通機関等利用者 	限度額 50,000円 

交通用具利用者 	限度額 20,900円 
同
  

〔市職員の給与・定員管理等の状滅 
市職員の給与は、国や他の地方公共団体との均衡

などに配慮しながら市議会の審議を経て条例で定め

ることになっています。 

皆さんに、五所川原市職員の給与及び定員管理等

の実態を知っていただくため、そのあらましをお知

らせします。 

(1）人件費の状況（普通会計決算） 

区
 
分
 

住民基本 
台帳人口 
(11年度末） 

歳
 
出

額

A
  

実質収支 人件費 
B 

人件費率 
(B/A) 

（参考） 
平成10年度
の人件費率 

11 12.3.31現在 

50.475人 
千円 

21,234,745 
千円 

428,821 
千円 

3,342,431 
% 

15.7 
% 

17.0 

（注）1．平成11年度普通会計決算見込みによる人件費の状
況です。 

2 ．人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含
みます。 

②職員給与費の状況（普通会計予算） 

区
 
分
 

職員数 

A 

給 	与 	費 一人当た
り給与費 
田爪） 給 料 職員手当 期末 

勤勉手当 
計
  B
  12 

人 
364 

千円 
1,486,749 

千円 
215,791 

千円 
667.470 

千円 
2,370,010 

千円 
6,511 

（注）1，職員手当には退職手当を含みません。 
2．給与費は当初予算に計上されたものです。 

(3）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 
（半成12年 4 月 1日現在） 

区 分 
・般行政職 技能労務職 

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 

五所川原市 336,235円 41.5歳 327,683円 48.0歳 

国 326,106円 39.9歳 289,315円 47.9歳 

④職員の初任給の状況 
	

（平成12年 4 月 1日現在） 

区 分 

五所川 原市 国 

決 定 

初任給 

採用2年 
経過 日 
給料額 

初任給 
採用2年 
経過 日 
給料額 

一 般
行政職 

大学卒 174,400円 188,900円 174,400円 188,900円 

高校卒 141,900円 151,800円 141,900円 151,800円 

⑤職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 
（平成12年 4 月 1日現在） 

区 	分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年 

一 般
行政職 

大学卒 287,986円 353.895円 393,433円 

高校卒 237.617円 286,547円 338.850円 

技 能

労務職 

大学卒 

高校卒 203,533円 224,533円 330,500円 

（注） 経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤 し し 
ている場合は、採用後の年数をいいます。 

⑥―般行政職の級別職員数の状況 
（平I執 9年 4 月 1日現在） 

区 	分 9級 8級 7級 6級 5級 4級 3級 2級 1級 計 

標準的な職務内容 部長 参事 課長 課
補
 
長

佐
 

副主幹 係長 主任 主事 主事 / 
職員数（人） 11 26 40 78 31 46 33 51 17 333 
構成比（%) 3.3 7.8 12.0 23.5 9.3 13.8 9.9 15.3 5.1 100.0 
1年前の構成比（%) 2.7 7.0 13.8 22.6 10.4 13.5 9B 15.0 5.2 100.0 
5年前の構成比（%) 47 3.0 16.6 18.7 14.5 15.7 11.6 11.6 3.6 100.0 
（注）1．五所川原市の給与条例に基づく給料表の級区分によ

る職員数です。 
2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代
表的な職名です。 

五所川原市役所 B35-21 11  平成12年11月1日 4 



③定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の 
概要 	 （各年 4 月 1日現在） 

区 分 
平成11年 

計画前年 

平成12年 

1年目 

（参考） 

数値目標 

一
般

行
政
 

減 員 

増 員 

．~ 

~ 

0 

7 
/

/ 

差 引 ~ 7 2 

職員数 305 312 307 

④定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の
内訳 
〇―般行政部門 	 （各年 4 月 1日現在 

\
\

\
 

区
 
分
 

平成11年

計画前年 

平成12年 

1年目 
手法（事由）の概要 

議
 

会
 

減
 
増
 
員
 
員
 

 ' 

0
 
0
  

（減員事由） 

（増員事由） 差 	弓□ ~ 0 

職員刈 ~ 5 

総
 
務
 

減
 
増
 
員
 
員
 

国 
1  

3 

（減員事由） 
中心市街地対策室の欠員 
不補充 

（増員事由） 
情報公開条例施行等に伴 
う業務増 

差 	弓□ r 2 

職員数 98 100 

税
 
務
 

減 	員 

増 	員 d 1  

0 

（減員事由） 

欠員不補充 

（増員事由） 差 	引 r △1 

職員数 28 27 

民
 

牛
 

減
 
増
 
員
 
員
 

 ' 

0  

5 

（減員事由） 

（増員事由） 

介護保険業務の拡充等 
差 	引 ~ ~ 5 

職員数 47 52 

衛
 
牛
 

減 	員 

増 	員 ~ 
1  

1 

（減員事由） 
欠員不補充 

（増員事由） 
高等看護学院専任教員増 

差 	弘 0 

職員数 26 26 

労
 
働
 

減
 
増
 
員
 
員
 

 d 1  

0 

（減員事由） 
欠員不補充 

（増員事由） 差 	引 ~ △ 1 

職員数 ~ 2 

農
 
水
 

減
 
増
 
員
 
員
 

国 
（減員事由） 

（増員事由） 差 	引 r 0 

職員数 36 36 

商
 

工
 

減 	員 

増 	員 

~ 
' ~ 

（減員事由） 

（増員事由） 

観光関係の業務増 
差 	引 ~ ~ 1 

職員数 ~ !  。
ノ］
  

1
  

土
 
木
 

減 	員 

増 	員 三 ~ 
~ 

（減員事由） 

（増員事由） 
土木関係の業務増 

差 	引 r 1 

職員数 51 52 

(9）特別職の報酬等の状況 
（平成12年 4 月 1日現在、期末手当は平成11年度の実績） 

区 	分 給料月額等 期 末 手 当 

給
 
料
 

市 	長 865,000円 
6 月期 1.6 月分 

助 	役 705,000円 

収入役 630,000円 
12月期 1.65月分 

報
 
酬
 

議 	長 435,000円 3 月期 0.5 月分 

副議長 390,000円 
計 3.75月分 

議 	員 360,000円 

(1の部門別職員数の状況と主な増減理由 
（各年4 月 1日現在） 

×＼

\ 

職 I ま 数 」剛
一
 
年
 
糾
妖
 

対
増
 

主な増減理由 
平成11年 平成12年 

一
 
般
 
行
 
政
 

議 	会 5
 
8
 
8
 
7
 
6
 
3
 
6
 
1
 
1
  

9
 
2
 
4
 
2
 
3
 
1
 
5
 

 

5 0
 
2
 
1
 
5
 0
 
1
 
0
 
1
 
1
 
 

△
 
△
 

総務企画 100 情報公開条例施行等に伴う業務増 

税 務 27 欠員不補充 

民 	生 52 介護保険業務等の充実 

衛 	生 

労 	働 

26 

2 欠員不補充 

農林水産 36 

商 	工 12 観光関係の業務増 

土 	木 52 土木関係の業務増 

小 	計 305 312 7 

特
別
行
政
 

教 	育 60 62 9
]
 
 

指導課の業務増等 

公
営
企
業
等
会
計
 

病 院 299 300 1
 
1
 
0
 
0
 
 

看護婦充足率確保のための増等 

水 道 19 20 中央管理センターの欠員補充 

下水道

その他 

17 

17 

17 

17 

小 	計 352 354 2 

合 	計 717 728 11 

注） 職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の

身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時又は

非常勤職員を除いています。 

(11）定員適正化計画の数値目標及び進捗状況 

①定員適正化目標 

国における地方分権一括法及び介護保険法施行 

に伴い事務量が増大することが予想されるため、 

今回の計画（平成12年度から16年度の 5 年間）に 

おける職員の削減は図れない状況です。 

しかしながら、めまぐるしく変化する社会情勢 

に適確に対応するため計画期間内においても積極 

的に計画の見直しをする予定です。 

②定員適正化手法の概要 

定員管理の適正化のため、事務事業の見直し、 

組織機構の簡素・合理化、民間委託やOA化の推 

進等により職員数の増加を抑制します。 

欠員の不補充、新規採用者の抑制、職員の配置 

転換等により段階的に適正化を図ります。 

（各年 4 月 1日現在） 

5 平成12年11月1日 五所川原市役所 B35-21 11 



，

【
 
，
、
山

‘、
→
 

『
1

コ
ゴ
上
旬
 

戸

l
Fお知
ら
せ
 

、
 

五
所
川
原
警
察
署

客
（3
5)
2
14
1
 

マ
曾周
の
翻
談
ロ
ム
 

つ
ー
つ
ー
こ
ン
 D

目
火
火

コ
‘】
 

一
く
 
《く
一
一
、
 く
 
才
 
」！
！
ロ
 
ー
 

西
北
中
央
病
院
小
児
科
 

荒
井
宏
治
先
生
の
ワ
ソ
ポ
イ
ン
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

入
 父ロ
 

、
、
ノ
 

ー
軽
症
の
風

邪
の
初
期
な
ら
治
療
の
効
果
も
5
 

五
所
川
原
保
健
所
保
険

予
防
課

容
（3
4)
2
10
8
・臓
（3
4)7
5
1
6
 

五
所
川
原
保
健
所
で
は次
の
日
程
に
 

よ
り
、
 「精
神
保
健
福
祉
相
談
」
 
「老
 

人
精
神
保
健
福
祉
相
談
」
を
実
施
し
ま
 

す
。
 

◆
老
人
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

1
1月
1
4日
幻
 
1
3時
5
1
4時
 

◆
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

1
1月
2
4日
⑨
 
1
3時
5
1
4時
 

国
民
年
金
に
 

任
意
加
入
で
き
ま
す
 

国
保
年
金
課
 
内
線
2
1
12
21
3
 

兇
 
』
」”
一
D
 
目
 
火
火
 コ
J
 

，
‘
て

】
 
く
 
オ
ニ
！
ロ
 
ー
 

税
務
課
 

内
線
4
2
ー
 

国
民
年
金
は
6
0歳
ま
で
加
入
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
年
金
の
受
給

資
格
期
間
（
2
5年
）
が
足
り
な
か
っ
た

り
、
未
納
期
間
な
ど
で
年
金
額
が
低
い

た
め
に
、
よ
り
高
額
な
年
金
を受
け
た

い
方
は
、
6
0歳
か
ら
6
5歳
ま
で
任
意
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
さ
ら
に
6
5歳
を
す
ぎ
て
も
な

お
期
間
を
満
た
せ
な
い
方
は
、7
0歳
に

な
る
ま
で
の
間
、
受
給
資
格
を
満
た
す

ま
で
加
入
（
特
例
任
意
加
入
）
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
国
民
年
金
係
の
窓
ロ
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

相
続
税
、
贈
与
税
、
所
得
税
等
に
つ
 

い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
お
気
 

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

◆
1
1月
8
日
困
 
1
0時
5
1
5時
 

市
役
所
1
階
 
市
民
相
談
室
 

◆
相
談
員
 

仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室
青
森
分
室
 

相
談
官
 

市
民
課
 

内
線

2
0
2
 

◆
1
1月9
日
困
 1
0時5
博
 

担
当
相
談
員
 
阿部
 
昭
雄
さ
ん

◆
1
1月
2
2日
困
 
1
3時
5
1
5時
 

担
当
相
談
員
 
演
田
 
健
司さ
ん

ど
ち
ら
も
市
役
所
1
階
 
市
民
相
談
室
 

行 

政 

相 

談 

犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を
 

1
1月
は
「
指
名
手
配
被
疑
者
捜
査
強
 

化
及
び
捜
査
活
動
に
対
す
る
市
民
協
力
 

確
保
月
間
で
す
。
 

◇
指
名
手
配
被
疑者
の
検
挙
に
ご協
力
を

ー
 

◇
「
事
件
か
な
」
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
 

1
1
0
番
を

ー
‘
 

◇
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
は
 

積
極
的
に
通
報
を

ー
一
 

◇
聞
き
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を

ー
 

◇
被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
必
ず
届
け
出
を

ー・
 

死
亡
ひ
き
逃
げ
事
件
目
撃
情
報
を
求
む
 

本
年
8
月
1
2日
田
午
後
7
時
5
分
頃

市
内
唐
笠
柳
字
藤
巻
5
1
7

（
通
称
エ

ル
ム
街
通
り
）
で
、
原
付
バ
イ
ク
を
運

転
し
て
い
た
6
5歳
男
性
が
軽
乗
用
車
に

追
突
し
た
後
、
対
向
車
線
に
倒
れ
、
対

向
車
に
ひ
き
逃
げ
さ
れ
ま
し
た
。
加
害

車
両
は
黒
っ
ぽ
い
ワ
ゴ
ン
車
タ
イ
プ
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
事
故
を
目
撃
し
た

方
は
情
報
等
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

電
話
で
も
青
森
県
警
察
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
受
け
付
け
ま
す
。
 

◆
パ
ソ
コ
ン
用
 

h
t
tpぐ
い
、乏
乏
乏

・
ロo
一ic
e・p
re
f・
かoョ
o
r
i

・
 

jp
、
 

◆
ー
モ
ー
ド
用
 

ht
tpぐ
い
、
乏
乏
乏
・
ロo「c
e・p
r
e
f

・
ゆoョ
o
r
i

・
 

jp
、
」×
 

」
百
前
か
ら
鼻
水
を
出
し
て
い
た
一
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
が
、
今
朝
は
三
十
七
度
四
分
の
熱
が
あ
る

と
診
察
に
来
ま
し
た
。
 「今
夜
、
お
風
呂
は
ど
う
で
し
よ
っ
か
。」
と
お
母
さ
ん
は
聞
き
ま
し
た
。
 

「午
後
に
な
る
と
、
熱
が
上
が
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
入
れ
な
い
で
様
子
を
見
た
ら
い
か
が
で

し
よ
っ
か
。」
と答
え
ま
す
と
、「も
う
三
日
前
か
ら
入
れ
て
な
い
ん
で
す
け
ど
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

風
邪
症
状
が
で
て
、
入
浴
さ
せ
た
ら
熱
が
で
た
と
の
訴
え
が
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
よ
く
聞
い
て

み
ま
す
と
、
入
浴
さ
せ
る
前
か
ら
発
熱
し
て
い
た
の
に
気
付
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。
 

入
浴
は
体
力
を
消
耗
し
ま
す
の
で
、
熱
が
あ
っ
た
り
、
下
痢
な
ど
で
食
欲
や
元
気
が
な
い
と
き

に
は
入
ら
な
い
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
軽
症
な
か
ぜ
の
初
期
に
は
、
入
浴
で
体
を
温
め
、
 

血
行
や
新
陳
代
謝
を
盛
ん
に
す
る
と
治
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
冬
、
入
浴
前
に
室
内
を
温
め
て
お

け
ば
、
湯
冷
め
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ゼ
ー
ゼ
ー
し
て
い
て
も
、
熱
も
な
く
、
呼
吸
も
苦
し
く
な
け
れ
ば
、
入
る
十
分
ぐ
ら
い
前
に
、
 

お
ふ
ろ
の
ふ
た
を
取
り
、
十
分
に
蒸
気
を
立
て
て
入
浴
さ
せ
れ
ば
、
問
題
は
な
い
よ
う
で
す
。
 

子
供
に
と
っ
て
入
浴
は
、清
潔
に
す
る
だ
け
で
な
く
発
育
や
成
長
に
も
大
切
で
す
か
ら
、
元
気

な
と
き
に
は
毎
日
入
浴
さ
せ
ま
し
ょ
え
 

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（
s
~
D
s
】
シ
ズ）
対
策
強
化月
間
 

1
1月
ー
日
ー
3
0日
 

は
つ
ら
つ
女
性
課
 

内
線

2
3
4
 

s
I
D
sと
は
、
そ
れ
ま
で
元
気
だ
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
、
事
故
や
窒
息
で
は
な
く眠
っ
て
い
る

間
に
突
然
死
亡
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
日
本
で
は
、
年
間
5
0
0
人
5
6
0
0人
の
赤
ち
ゃ
ん

が
、
こ
の
病
気
で
なく
な
っ
て
い
ま
す
。
生
後
1
カ
月
、
4
カ
月
頃
が
最
も
多
く
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
1
歳
未
満
の
乳
児
期
の
赤
ち
ゃ
ん
に
起
き
て
い
ま
す
。
 

s
I
D
s予
防
の
た
め
に
 

・赤
ち
ゃ
ん
を
寝
か
せ
る
時
は
、あ
お
む
け
に
寝
か
せ
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
医
学
上
の
理
由
か

ら
医
師
が
う
つ
ぶ
せ
寝
を
勧
め
る
場
合
は
医
師
の
指
導
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

・

妊
娠
中
や
赤
ち
ゃ
ん
の
周
囲
で
た
ば
こ
を
吸わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

・

母
乳
が
出
る
場
合
は
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

・

な
る
べ
く
赤
ち
ゃ
ん
を
一
人
に
しな
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
え
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児
童
手
当
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
 

市
民
課
内
線

2
2
0

・
2
2
1
 

自

衛
隊
生
徒
募

集
 

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部
五
所
川
原

募
集
事
務
所
 

B
(3
5)
2
30
5
 

7 平成12年11月1日 五所川原市役所 B35-2111 

月の催物J 
ふるさと交jjfi 

案内 
-21 11 

オルテンシア11 
圏民センター TEL33 

日 曜日 催 し 物 開j寅 入」暑料 日 曜日 催 し 物 開演 入場料 

大
ホ
ー
ル
 
 

3 金 『クラリネットと声楽のジョイントコンサート』 18:00 前売 800円 

小

ホ
ー
ル
 
 

3 1, ヒ ア ノ 発表会 14:30 無 	料 

4 土 名作こども映画会『ジャックと豆の木』 14:30 当口中学生以上鰍）円

一一り学生‘幼児80(〕円 
7 火 

平成12年度子ども虐待防止 
ブロック研修会 

14:00 関係者 

8 水 平成12年分年末調整説明会 10:30 関係者 5 日 西北五合唱祭 12:30 無 	料 9 木 

10 金 市内 小・中学生 音楽発表会 9:30 無 	料 12 日 ピアノ・エレクトーンコンサート（蒔苗音楽教室） 12:30 無 	料 

23 木 
伊奈かっペい＆おかしな仲問 

in 五所川原 18:30 前売3,000円 
15 水 第43回五所川原市社会福祉大会 13:00 関係者 
18 土 第20回『少年の主張発表大会』 13:30 無 	料 
19 日 2000 YMコンサート 14:30 無 	料 

26 日 
第17回青森県幼稚園・保育園 

幼児のための音楽フエステイバル 11:00 整理券 23 木 
五所川原工業高等学校 

吹奏楽団 第一回定期演奏会 
14:00 無 	料 

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
な
い

人
達
の
中
で
義
務
教
育
（
小
学
校
）
就

学
前
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

は
、
い
ま
せ
ん
か
ー
 

児
童
手
当
制
度
は
、
届
け
出
制
と
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
資
格
が
あ
っ
て
も

届
け
出
を
し
な
い
と
手
当
を
受
け
る
事

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
早
め
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。（
公
務員
の
方
は
、
勤
務
先
（
)
 

※
請
求
に
必
要
な
添
付
書
類
等
 

①
印
鑑

・
請
求
者名
義
の
銀
行
名
等
及

び
ロ
座
番
号
（注
意
【
郵
便
局
以
外
）
 

②
市
が
発
行
す
る
児
童
手
当
用
所
得
証

明
書
（
本
年
1
月
1
日
現
在
、
当
市

に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
前

住
所
地
の
市
区
町
村
長
が
発
行
す
る

証
明
書
）
 

③
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
書
類
が
あ

り
ま
す
。
 

※
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方

で
も
、
出
生

・
転
出

・
転
居
・
年
金

変
更
等
が
生
じ
た
場
合
は
手
続
き
が

必
要
で
す
。
 

◇
受
付
期
限
 
平
成
1
2年
1
月
5
日
団

◇
応
募
資
格
 
日
本
国
籍
を
有
し
、
平

成
1
3年
4
月
1
日
現
在
、
1
5歳
以
上
 

1
7歳
未
満
（
昭
和
5
9年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
6
1年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
）
の
男
子
で
、
中
学
校
卒
業

者
。
（
平
成1
3年
3
月
卒
業
見
込
み

の
者
を
含
む
）
 

◇
1
次
試
験
 
平
成
1
3年
1
月
7
日
卿

市
中
央
公
民
館
 

◇
2
次
試
験
 
平
成
1
3年
1
月
2
0日
山
 

5
2
4日
困
の
間
の
指
定
す
る
1
日
 

◇
卒
業
資
格
 

・

陸
上
 
神
奈
川
県
立
湘
南
高
等
学
校
 ・

海
上
 
広
島
県
立
西
高
等
学
校
 

・

航
空
 
私
立
科
学
技
術
学
園
高
等
学
 

校
（
埼
玉
県
）
 

◇
処
遇
 

・

衣
食
住
 
無
料
 

・

初
任
給
 
1
5
5
、
9
0
0
円
 

・

賞
与
 
年
4

・
9
5
月
分
 

・

3
曹
昇
任
後
、
4
年
以
上
で
幹
部
候

補
生
の
受
験
資
格
有
り
。
 

11
月
9
日
は
 

「
ー
1
9
番
の
日

」
 

消
防
本
部
 
B
(
3
5)
2
0
1
9
 

5
1
1
9
番
の
通
報
は
 

落
ち
つ
い
て
正
確
に
1
5
 

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
1
1
9
番

通
報
で
大
切
な
こ
と
は
次
の
5
点
で
す
。
 

1
、
火
災
・
救
急
の
別
 

「火
事
で
す
」
又
は
「
救
急
で
す
」
 

と
は
っ
き
り
言
う
こ
と
。
 

2
、
場
所
 

住
所
は
正
し
く
、詳
し
V
言
っ
こ
と
。
 

目
印
に
な
る
店
の
名
前
な
ど
も
言
い

わ
か
り
や
す
く
言
う
こ
と
。
 

3
、
火
災
・
事
故
等
の
状
況
 

火
災
・
事
故
等
の
状
況
を
正
確
に
わ

か
り
や
す
く
言
う
こ
と
。
 

4
、
通
報
者
の
氏
名
・
連
絡
先
 

「私
の
名
前
は
、
〇
〇
〇
で
す
。
電

話
番
号
は
△
△
ー
ロ
ロ
ロ
で
す
（
特

に
携
帯
電
話
等
か
ら
の
通
報
の
場
合

は
そ
の
旨
を
伝
え
る
。）」
と
通
報
者

を
明
ら
か
に
す
る
こ
ち
 

5
、
携
帯
電
話
等
に
よ
る
通
報
の
場
合

通
報
後
し
ば
ら
く
の
間
は
、
電
源
を

切
ら
ず
に
そ
の
場
に
い
る
こ
と

（
再

度
照
会
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。）
 

五
所
川
原
市
男
女
共
同
 

参
画
推
進
審
議
委
員
を
募
集
 

は
つ
ら
つ
女
性
課
 
内
線
2
3
2
 

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
推

進
し
、
五
所
川
原
市
男
女
共
同
参
画
計

画
を
策
定
す
る
た
め
、
「五
所
川
原
市

男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
委
員
」
を
募

集
し
ま
す
。
 

◇
応
募
資
格
 
市
内
に
居
住
す
る
人
 

（男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）
 

◇
募
集
人
員
 
5
人
 

◇
応
募
方
法
 
8
0
0
字
内
で
「
男
女

が
共
に
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
の
テ
ー
マ
の
作
文

に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
 

電
話
番
号
、
職
業
、
略
歴
（
様
式
は

問
い
ま
せ
ん
）
を
明
記
し
は
つ
ら
つ

女
性
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
申
込
締
切
 
1
1月
1
5日
因
 

※
後
日
、
応
募
者
全
員
に
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
 

平
成
1
2年
分
 

年
末
調
整
説
明
会
 

五
所
川
原
税
務
署
 

B
(3
4)
3
2
7
9
 

本
年
は
定
率
減
税
も
実
施
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
計
算
間
違
え
を
な
く
す

た
め
に
も
是
非
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
 

●
1
1月
8
日
因
 
1
0時
よ
り
受
付

オ
ル
テ
、
イ
ンア
 

支
払
時期
 

手
当
月
額
 

対
象
年
齢
  2

月
・
6
月
・
1
1
0

月
 

第
1
子
・2
子
 
5
、
0
0
0円

第
3
子
以
降
 1
0
、
0
0
0円
 

義
務
教
育
就
学
前
 

※
震

6
年
4
月
2
日
以
降
に
生
まれ
た
墨
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ソ
タ
ー
か
ー
の
お
知
ら
せ
 

容
（
3
4)
8
8
4
4
 

高
齢
者
の
知
識
・
経
験
・
技
能
を
大
い
に
活
用
し
ま
せ
ん
か
。
 

あ
な
た
の
大
事
な
庭
木
な
ど
の
雪
囲
い
や
屋
内
外
の
一
般
作
業
な
ど
家
事
手
伝
い
、
 

介
護
、
大
工
仕
事
、
ふ
す
ま
張
り
な
ど
。
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
 



環境対策課 内線231・233 （平成 12年 10月 1日現在） 

（順不同・敬称略） 

1 2・10 = 1 ＝ 、り 14・9 = 30 

ごみ滅量雅贈三侭④ 

五所川原北地区 田辺 	一美 小田桐 龍作 平山 	悦 渋谷 	六郎 三 好 地 区 
岩谷 	宜隆 小野 	潤子 小関 	勇 平山 友太郎 村田 	健造 田中 	長作 
千葉 	正和 安田 	専蔵 平山 	正義 工藤 	昭彦 田中 	義悦 佐々木 江美子 
松江 レイ子 一戸 	豊明 沢田 千美子 蝦名 	昭雄 福士 	清喜 一戸 	勝美 
木村 	芳之 小倉 	尚 白川 よし子 佐藤 	治寿 大邑 	修造 一戸 	慶喜 
佐藤 ゆり子 秋元 	了 竹浪 	千恵 斉藤 	登 小田桐 義明 一戸 	周逸 
木村 	文雄 江良 	マ lJ 成田 正太郎 藤森 	茂責 渋谷 	哲蔵 川浪 	隆 
成田 	ッャ 金田 武三郎 長谷部 サイ 小田桐 良子 新谷 	良昭 川浪 
磯辺 	勇司 川瀬 紀美子 三浦 佐藤 	稔 野呂 	昌弘 高橋 
小川 	忠明 工藤 	勲 森 	みち 太田 	春良 木村 竹谷 要次郎 
川村 	年行 工藤 	晶子 小野 昭四郎 大谷 毛内 外崎 	富夫 
高杉 	秀雄 古川 	ミッ二乙 鶴谷 木村 小坂 	勝元 野呂 兼四郎 
木村 	昇 小林 	正男 木村 	博 宮本 	紀男 高橋 	重元 畑山 	正楽 
平山 	清 下山 	春代 木村 	俊夫 佐藤 喜久子 一戸 渡過 
上見 	勝行 対馬 	サコ 大沢 藤森 	ッサ 渋谷 光繁 小野 寿一郎 
尾崎 	忠 成田 	泉 古川 	泰然 小山 	英治 寺田 	一男 開米 仁次郎 
寺内 	智子 成田 	清美 封馬 多喜雄 松橋 	米昭 寺田 	兼造 長尾 	義勝 
三上 	定雄 蒔田 	栄 花田 喜佐雄 笹木 	稔 小野 	武 小笠原 昭輝 
小笠原 	明 五所川原南地区 山上 	恵弘 長崎 	せっ 村田 	文雄 中 川 地 区 
小野 	っ魚 榊 	均 西村 	速雄 梅 沢 地 区 山内 	盛雄 田 口 	由満 
成田 	静江 乳井 	義博 春藤 竹谷 	政美 新谷 	清蔵 古川 	せ子 
山本 	栄子 岸本 	和幸 秋田 	善七 成田 	嘉雄 山形 	宝弘 高橋 リッコ 
古川 	栄造 木村 鉄雄 秋田谷 武夫 船越 兼太郎 今 	清造 秋田 	京子 
秋元 	聴子 工藤 	賢造 竹鼻 	文子 長 橋 地 区 対馬 	博文 秋田 	平内 
神 	千代茂 笹部 	誠一 鰐田 	博昭 対馬 	貢 山口 あき子 川瀬 	み、さ 
桜庭 	保治 納谷 相馬 間山 ひろ子 千田 佐藤 
田村 	和子 平沢 	勉 五所川原栄地区 清野 	光郎 伊藤 	義雄 館山 	ッエ 
長谷川 和夫 米谷 美智子 原田 	広彦 間山 武四郎 対馬 	昭夫 奈良岡 栄子 
伊藤 	末吉 鰐田 	則昭 平山 	勉 長内 	義光 対馬 勝四郎 畠山 	菖里 
長岡 	ノ、チて工 岩木川 良造 秋元 ひずる 松野 	柾一 飯 詰 地 区 藤森 栄次郎 
工藤 	ゆさ 木村 	義信 阿部 	悦子 小山内 武由 笠井 	正昭 藤森 竹太郎 
西村 	喜美 対馬 	和子 川股 真美子 松野 	繁春 其田 	富夫 藤森 
原 	清秀 寺田 	芳弘 菊池 	義孝 松野 	博勝 三戸 	関雄 藤森 	り な 
原 	功 野呂 	信雄 工藤 	保麿 岡田 ッョエ 太田 	兼雄 吉岡 	てる 
原 	まっい 三浦 	栄 工藤 	繁雄 今 	靖子 鳴海 舘山 	利 
福士 	せっ 木村 幸之助 山田 	金春 斉藤 	修一 其田 	シコ一ン 外崎 	義春 
山形 	潔 上見 	次男 今井 	重子 神山 	勲 其田 	勇治 奈良 
山川 みどり 小山 	愛子 原田 チエミ 工藤 	貢 長峰 	勝義 毘沙門・長富地区 
関 	宏行 藤田 	妙子 阿部 	昭雄 石岡 	タケ 岡田 	晴正 太田 	謙一 
平山 葛西 	勝幸 木村 	時雄 乳井 みさ子 封馬 竹三郎 田木寸 
工藤 坂田 	義政 津島 	由幸 工藤 	賢一 油谷 	清吉 松川 	清美 
川村 ヒデ子 井上 	初 毛内 	謙一 長尾 	正直 今 	ッョエ 山 口 	由光 
高井 	兵治 成田 	孝幸 小山内 	寿 古川 	栄子 中村 	孝一 蛸島 キヌョ 
蝦名 	麗子 松本 	政保 神 須藤 	司 松野 武雄 藤森 キンコ 
木村 	一磨 秋庭 岩測 嘉治美 七 和 地 区 出町 東亜雄 山口 サッコ 
木村 	正友 菊地 	拘 藤田 	清治 阿部 千代三郎 浜館 	けい 山口 マッエ 

新谷 	準一 木村 	義雄 葛西 	孝志 福士 	茂 浜館 	照代 小笠原 一市 
境 	勇造 三上 	金弘 白戸 	善一 福士 	実 山中 北川 ミチエ 
成田 	繁則 菊池 	繁夫 梅津 多喜子 阿部 	シセ 岩田 みっえ 佐藤 	恵子 
山上 	和美 吉崎 	芳昭 加藤 貴美子 三上 	行紀 太田 	りり子 

樋
柳
認
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鶴谷 	芳富 尾深 	満雄 畠山 	豊 今 	一雄 三浦 	才lJ い 

成田 	房江 高橋 	弘武 山田 キヌエ 斎藤 	正夫 賀谷 	吉夫 

神 	レイ子 渋谷 	孝次 工藤 	昭博 工藤 	一 坂本 叡史 

和田 津川 	和久 小野 三上 	源司 長峰 

小野 	清茂 原田 	久 藤田 	兼清 松 島 地 区 坂本 	宣男 

（都合により町内会名は割愛させて頂きます）

、． 

 

◆こみ減量推進員は、ごみの適正な処理を推進する立場で選任されているものです。 	，I 

◆ごみ減量推進員に指導を受けた場合は、その指示に従って協力下さるようお願い致します。 

『みんなでルールとマナーを守り、ごみ集積所をきれいに使いましよう。』 
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, 
ロ 
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文
化
講
演
会
 

初
心
者
大
歓
迎
 

年
賀
は
が
き
絵
だ
より
教
室
 

五
所
川
原
郵
便
局
 

公
（
3
4)
3
2
0
5
 

外
国
の

料

理
教
室
 

五
所
川
原
市
国
際
交
流
市
民
の
会

公
（3
5)
4
7
0
2
山
谷
1
7時
以
降
 

●

1
1月
1
2日
同
 
1
0時

ー
1
5時
 

青
松
園
 

◇
テ
ー
マ
 
ー思
い
で
日
記
ク
2
0〉
ー
 

◇
内
容
 
五
一
中合
唱
・
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
部
慰
問
、
木
造
町
「
い
ち
ご
会
」
 

に
よ
る
民
謡
と
お
踊
り
、
荒
吐
会

・

縄
文
太
鼓
に
よ
る
踊
り
と
太
鼓

◇
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
 

五
所
川
原
駅
出
発
 

9
時
4
5分
 
1
2時
1
5分
 

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

詳
し
く
は
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

●

1
1月
1
9日
同
 
1
3時
3
0分
 

五
所
川
原
郵
便
局
 
会
議
室
 

◇
定
員
 
2
0名
（
先
着
順
）
 

◇
参
加
料
 
無
料
 

※
自
分
で
使
用
す
る
絵
筆
等
の
用
具
は
 

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

◇
申
込
締
切
 
1
1月
1
5日
困
 

毎
年
、
外
国
の
方
か
ら
直
接
指
導
い

た
だ
い
て
い
る
料
理
教
室
で
す
。
 

今
年
は
、
韓
国
の
プ
ル
コ
ギ
と
オ

ー
 

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ケ
ー
キ
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
 

●

1
1月
1
9日
同
 
1
3時
ー
1
6時
 

中
央
公
民
館
 
調
理
室
 

◇
会
費
 
1
5
0
0
円
（
小
学
生
以
下
 

1
0
0
0
円
）
 

◇
参
加
締
切
 
1
1月
9
日
困
 

先
着
4
0名
 

北
奥
文
化
研
究

会
 

合
（
3
4)
8
2
0
9
・
小
山
 

●

1
1月
1
1日
田
 

1
3時
 

中
央
公
民
館
（
入
場
無
料
）
 

◇
「津
軽
民
俗
研
究
の
課
題
」
 

弘
前
大
学
人
文
学
部
助
教
授
 

小
池
 
淳
一
氏
 

※
そ
の
他
「
本
年
ま
で
の
須
恵
器
窯
跡
 

調
査
の
成
果
」
と
題
し
北
奥
文
化
研
 

究
会
会
員
藤
原
弘
明
氏
の
研
究
発
表
 

が
あ
り
ま
す
。
 

'
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国
民
健
康
保
険
の
 

適
正
運
営
に
ご
協
力
を
 

国
民
年
金
課
 
内
線2
1
4
・2
1
5
 

地
場
企
業
の
皆
さ
ん
 

工
業
団
地
に
進
出
し
ま
せ
ん
か
ノ
」
 

商
工
観
光
課
 

内
線

3
9
4
 

●

1
1月
1
5日
困
 

1
3時
3
0分
ー
1
5時
3
0分
 

◇
会
場
 
中
央
公
民館
 
調
理
実
験
室

◇
テ
ー
マ
「
衣
料
の
上
手
な手
入
れ
」
 

デ
リ
ケ
ー
ト
な
衣
料
の
洗
濯
の
仕
方

や
、
保
管
・
収納
方
法
に
つ
い
て
、実

演
を
ま
じ
え
な
が
ら
学
び
ま
す
。
 

◇
講
師
 
ラ
イ
オ
ン
家
庭
科
学
研
究
所
 

岩
永
秀
子
研
究
員
 

◇
定
員
 
3
0名
 

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
申
込
方
法
 
商
工
観
光
課で
電
話
に
 

て
受
付
し
ま
す
。
 

病
気
に
な
っ
た
り
ケ
ガ
を
し
た
と
き

に
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
国
民
健
康
保
険
や
会
社
の
健
康
保

険
な
ど
、
日
本
で
は
い
ず
れ
か
の
医
療

保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
（
国民
皆
保
険
制
度
）
 

と
く
に
国
民
健
康
保
険
の
場
合
、
会

社
の
健
康
保
険
な
ど
と
違
い
、
加
入
や

脱
退
な
ど
の
各
種
手
続
き
を各
自
の
責

任
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

も
し
、
転
職
や
退
職
な
ど
で
ど
の
医
 
 療

保
険
に
も
加
入
し
て
い
な
い
と
い
う

人
は
、
速
や
か
に
国
民
健
康
保
険
の
届

け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

国
民
健
康
保
険
の
運
営
基
本
は
、
適

正
な
資
格
の
適用
で
あ
る
た
め
、
加
入

お
よ
び
脱
退
の
事
実
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
必
ず
1
4日
以
内
に
届
け
出
を
し

ま
し
ょ
う
。
 

市
で
は
、
若
年
層
の
働
く
場
を
確
保
 

す
る
た
め
、
企
業
誘
致
活
動
を
積
極
的
 

に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
 

現
在
稼
働
中
の
工
場
が
老
朽
化
等
で
 

新
設
又
は
増
設
を
希
望
さ
れ
て
い
る
地
 

場
企
業
の
方
々
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
 

て
い
ま
す
。
 

〇
立
地
可
能
業
種等
 

製
造
業
、
道
路
貨
物
運
送
業
 

梱
包
業
、
卸
売
業
、
倉
庫
業
 

を
営
む
方
 

そ
の
他
の
業
種
、面
積
に
つ
い
て
も
 

相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

〇
分
譲
価
格
 

1
0
、
4
0
0
円
前
後
／
2m
 

〇
優
遇
借
置
 

①
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
 

（
条
件
有
り）
 

②
工
場
用
地
取
得
助
成
金
 

（条
件
有
り
）
 
 

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

図
書
館
 

丑
（
3
4)
4
3
3
4
 

ー
読
書
週
間

ー
 

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
展
示
「
本
で
楽
 

し
む
ス
ポ
ー
ツ
」
を
開
催
し
ま
す
0
 

●

1
1月
1
日
困
1
9
日
困
 

9
時
3
0分
ー
1
6時
3
0分
 

(3
日

・
6
日
休
館
日
）
 

図
書
館
1
階
ロ
ビ

ー
 

※
リ
サ
イ
ク
ル
で
は
図
書
館
で
利
用
で
 

き
な
い
本
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。
 

ー
お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ
2
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
 
「五
所
川
 

原
お
は
な
し
ク
ぽ
ぽ
ん
た
〉
」
 
に
よ
る
 

お
は
な
し
会
で
す
。
 

親
子
お
そ
ろ
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●

1
1月
1
8日
田
1
4時
3
0分

ー
1
5時
3
0分
 

図
書
館
2
階
 

◇
テ
ー
マ
 
「
魔
法
」
 

土
地
（保
留
地
）
売却
の
お
知
ら
せ
 

都
市
計
画
課
 
区

画
整
理
室
 

内
線
3
2
4
・
3
2
5
 

2
南
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
ー
 

市
営
住
宅
千
鳥
団
地
付
近
の
土
地
 

（
保留
地
）
売
却
を
公
開
抽
選
に
よ
 hノ

行
い
ま
す
。
 

な
お
、
土
地
の
概
要
や
物
件
の
位
置

図
、申
し
込
み
方
法
な
ど
は
、広
報
ご
し

ょ
が
わ
ら
1
1月
1
5日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
 



材料（ 4 人分） 

里芋 	2409 
さやいんげん 609 
れんこん 	40g 
茄でたけのこ 409 
しめじ 	40 g 
プロセスチーズ 80g 
ぎんなん 	12粒 

しょうゆ 大さじ1% 
だしの素 小さじ％

A 
みりん 大さじ 1 
だし汁 カップ 1 

ゆずの葉 適宜 

No.8 1 

良い食生活を

するために 

里芋とチーズのうま煮 
健 康 相 談 

・各地区での身も心もさっぱりする健康相談 

◆内 容】心の相談、病気の相談、血圧測定など 

保健婦が相談に応じます。 

◆持参するもの I健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 
コミュニテイセンター長橋 11月13日（月） 13:00-14:30 
馬性集会所 11月15日（水） 10:00-11:30 
小曲農村婦人の家 11月17日（金） 10:30-1 2:00 
前落集会所 11月17日（金） 12:30~ 14:00 
コミュニテイセンター七和 11月17日（金） 11:30-13:00 
稲実集会所 11月20日（月） 10:30-12:00 
南新集会所 11月20日（月） 12:30-13:30 

成人の相談日 
開催場所 開催月 日 開催時間 

働く婦人の家
保健センター 

11月 8 日困 
10:00-12
13:OO-15 

:00 
:00 

献血のこ案内 
期 	日 時 間 場 	所 

11月16日因 
9:30から 
15:00まで 

五所川原第一高等学校 

みんなの健康教室 
◆日 時・・11月24日圏 13時～14時まで 

◆場 所・・保健センタ1 3階ホール 

◆テーマ・・『糖尿病と肥満病が増えてます』 

◆講 師・・佐藤 賓先生（佐藤内科小児科医院） 

◆主 催・・北五医師会・五所川原市民保健協議会 

もっと手軽に離乳食を作ろう 

～取り分け離乳食のコツ～ 参7311省界集 
cフくつ 

～妊婦さん、子育て中のお母さんなど大歓迎～ 

＊お子様つれの方でも大丈夫。託児室を準備しています。 

◆日 	時】11月13日開） 10時～13時 

◆場 所】働く婦人の家・保健センター 

◆内 容】グループに分かれての調理実習・試食 

（離乳食のすすめ方のポイントなど） 

◆講 師】はつらつ女性課栄養士 

◆料 金】食材料費が一部自己負担 

◆定 員】20名 

◆申込締切】11月 6 日囲 

◆申込方法】電話受付 

◆共 催 五所川原市民保健協議会  

作り方 

①下ごしらえ 

里芋…下苑でする ぎんなん・・・皮をむく 

さやいんげん・・・5 cm長さ 

れんこん・・・乱切り下茄で 

②プロセスチーズは lcm角に切る 

③A を火にかけて①を入れて煮、汁をからま 

せてから②を加える 

④③を器に盛り、千切りのゆずの皮をあしら 

う 

~ 

携】 医療当番1 医 

月 	日 曜日 医療機関名 所 在 電話 

11月 3 日 金
  

瀬川内科クリニック 
五所川原市字
松島町1-79 33 -0202 

11月 5 日 口
］
 
 

永田小児科内科医院 
五所川原市大字
吹畑字藤巻113 34-5611 

11月12日 口
］
 
 

（医）尚友会 
白戸胃腸科外科医院 

五所川原市字
栄町64-1 34-6211 

※L対応時間（電話で確認）午前 9 時から午後 5 時まで。 
2．その他、消防署（救急医院案内丑34-4999）で紹介します。 

はつらつ女性課 内線237 
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老化防止や、コレステ
ロールを下げる効果が

ある里芋。チーズを加
えることでコクとまろ

やかさが出ます。 

	三森散子会長ろ  
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